
検査員の現場報告1

6

スズメが原因の高圧停電事故が発生!!
気仙沼事業所 菅原 忠明

引込柱上の高圧電線接続部にスズメが接触し高圧
停電事故となった事例を紹介します。

〔状況〕
昨年８月下旬の18時頃、水産加工工場のお客さま
から、「構内の電気がすべて停電している」と弊協
会の電気事故受付センターに連絡が入りました。ま
た、東北電力から「配電線事故で出動していた当社
社員が周辺を調査した結果、当該お客さまの引込柱
上の『高圧気中負荷開閉器』が開放している」との
情報をいただきました。
上司の指示のもと、同僚２名とともに高圧停電事
故探査に必要な機材・装備を整え、現地に急行しま
した。

〔調査〕
　約50分後に到着し、引込柱上の「高圧気中負荷開
閉器」が情報のとおり開放になっていることを目視
で確認しました。合わせて、付属の「地絡継電器」
にも事故を示す表示があり、高圧停電事故であるこ
とが明らかになりました。
　先に配電線事故対応のため現地に到着していた東
北電力社員とともに、高所作業車も使用しながら詳
細な調査を進めた結果、スズメが引込柱上の高圧気
中開閉器負荷側の電線接続部に接触して、横たわっ
ているのを発見しました。

〔原因〕
　引込柱上の高圧電線接続部は接続金具でしっかり
と固定されていたものの、経年による電線の張力に
より結合部を覆っている絶縁カバーに隙間が生じ、
露出していた電線の充電部にスズメが接触したこと
が原因と推測されます。

〔復旧〕
　まず、引込柱上の高圧電線接続部に接触している
スズメを取り除き、絶縁カバーの隙間を絶縁テープ
で応急処置を行い、高圧絶縁抵抗値を測定のうえ受
電設備内に異常のないことを確認しました。東北電
力立会いのもと、「高圧気中負荷開閉器」を投入し
て到着から約１時間後に復旧しました。

〔お客さまの声〕
「夜、暗くなっているにも関わらず迅速に電気を
復旧していただきありがとうございました」とお客
さまから感謝の言葉をいただきました。

〔まとめ〕
　今回の事例は、月次点検時に実施する地上からの
目視点検では、確認が難しい場所でした。幸い波及
事故には至りませんでしたが、お客さまには経年も
進んでおり塩害地域でもあることから、モールド
コーンタイプの高圧気中負荷開閉器への交換の検討
をお願いしたところ、早速、９月初めに交換してい
ただきました。

接触したスズメ

スズメが接触したと思われる充電部露出箇所

地絡継電器の事故表示




